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eV領域では加速器領域 (:::10 12 eV) で知られているファイマンのスケール則に比べて 2 次粒子のエ
ネルギー細分化が激しい事を示唆している。
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論文の審査結果の要 m 旨
空気シャワーは地球大気圏外から入射する超高エネルギー放射線が空気核との核相互作用台よび電
磁カスケード過程により増殖しつつ地表に達する現象であって，地球に入射する放射線の中の特に超
高エネルギーの粒子を同定する手段および高いエネルギーでの核相互作用を研究する手段を与えるも
のとして重要である。本研究はモンテカルロ法により空気シャワー現象をシミュレートし，シャワー
に関する諸量の相関，特にシャワー中の電子の横の拡り分布とシャワーの縦発達との相関に着目して
興味ある結果を得ている。すなわち，電子成分の横分布は 1 つのパラメタの関数として表わされるこ
と，このパラメタと電子総数とを用いることにより 1 次粒子エネルギーを従来より高い精度で推定で
きること，横分布は従来の説とは異なり第 1 回目の核相互作用の位置のゆらぎとは相関がなく，むし
ろ観測点付近での電子成分の減衰係数と強い相関を持つことを示した。このように本研究はこれまで
あまり関心を持たれていなかった諸量聞の相関の重要性を指摘し，この相関関係を用いて入射粒子の
諸量および核相互作用の性質を調べる方法を示唆するなど， 1 次宇宙線研究に新たな知見を加えたも
のであり，学位論文として価値あるものと認める。
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